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図1:次数の累積分布。 (a)取引ネットワー ク、 (b)株所有ネットワー ク、 (c)重なりネットワーク白
また、取引ネットワークの場合、平均パス長とクラスター係数はそれぞれLT= 2.563、cTニ
0.209で、あった。取引ネットワークと同じサイズのレギュラーネットワークの場合、 Lreg句=29.92、
creg・ェ 0.719である。一方、同サイズのランダムネットワークでは、 Lrand.= 2.228、crand.= 0..019 
である。したがって、 LT田 Lrand.くく Lreg、cT 田 creg.> > crand.である。との乙とは、取引
ネットワークがスモールワールド性を持つことを示している。また、株所有ネットワークの場合、
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図2: (a)売上高の相関行列における相関係数の分布、 (b)重なりネットワークにおける 1リン
ク相関行列の相関係数の分布、 (c)相関係数の平均値の変化。
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